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地域と放送局の関係を
デザインし直す
～NHK 札幌放送局
「ローカルフレンズ滞在記」の試み～

メディア研究部  高橋浩一郎

はじめに

地域放送番組は全国向け番組に比べると放
送エリアが限定されるため，多くの人の目に留
まる機会が少ないが，だからといって価値が
低いわけではない。全国向け番組にはない先
進性や多様性，独自の展開を見せる場合があ
り，あとになって広く知られるようになったり，
全国向け放送に発展することもある。とりわけ
2020年以降，地域の経済や文化がコロナ禍の
影響を大きく受ける中，地域放送番組が果た
す役割は少なくないと考えられる。

本誌「放送研究リポート」では，これまで
NHK，民放を問わず，地域放送に近年見られ
る新たな動向を伝えてきた 1）。今回はNHK札
幌放送局で放送されている「ローカルフレンズ
滞在記」を事例として取り上げ，地域で暮らす
人々に主体的に番組に参加してもらう仕組みを
作ることで，地域と放送局の間に従来とは異
なる関係を持ち込む可能性について検討する。
本稿では具体的にこれまでの番組とどのように
異なるのか，制作過程をふまえて番組を視聴
し，その特徴の持つ意味合いを考察する。

「ローカルフレンズ滞在記」概要

「ローカルフレンズ滞在記」（以下，「滞在記」）
は道内のニュースを伝える『ほっとニュース北海
道』（月〜金曜，18:00 ～ 19:00）で毎週木曜日
に放送されるコーナーである。2021年4月から
開始し，3 年目となる現在も継続している。

発端となったのは同番組内で2020年１月に
スタートした「＃ローカルフレンズ出会い旅」（以
下，「出会い旅」）である。「マスメディアが伝え
きれていない地域に暮らす人々のリアルな姿を
見せたい」と一般視聴者から持ち込まれた企
画が番組化されたもので，呼びかけに賛同し
た人を“ローカルフレンズ ”と名づけ，彼らの
案内でアナウンサーの瀬

せ た

田宙
ちゅう

大
だ い

がさまざまな
地域を訪れ，各地域の暮らしや取り組みを不
定期の放送で伝えた。

当初は視聴率が振るわず継続が危ぶまれた
ものの，好意的に受け止める視聴者モニター評
も少なくなかった。そこで2021年4月からは，
ディレクターが各地域に１か月間滞在し，毎週

“ローカルフレンズ ”と自身が出演しながら取
材VTRを紹介する「滞在記」としてリニューア
ルし定時化した。

その展開は放送だけにとどまらず，番組ホー
ムページやTwitterでの情報発信，番組スタッ
フの学会での発表 2）やイベント参加など多岐に
わたり，2022年，これまでのマスメディアのあ
り方を問い直す意義深いプログラムとして，地
域放送番組で初めて「グッドデザイン・ベスト
100」に選出された 3）。

従来と異なる制作過程

「滞在記」および「出会い旅」が従来の番組
制作と異なるのが，通常はディレクターが行う

「企画」「取材」「編集」の過程のうち，前者2
つに各地域の“ローカルフレンズ”が深く関わっ
ている点である 4）。そのことによって放送局側
に何がもたらされたのかをまず見ていく。

1つ目は地元に深く関わる人でなければ知り
得ない情報にアクセスできる点である。例えば

「出会い旅」の「中標津編」（2021年3月19日）
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では，息子への仕送りにギョーザを作っていた
ことがきっかけで店を始めた女性や，コロナ禍
でUターンした腕利きのライブ音響スタッフな
どを紹介しているが，別のメディアですでに取
り上げられていない限り，こういった地域に深
く根差す情報を札幌から一時的に訪問した取
材者が入手するのは難しい。

2つ目は地域情報を効果的に収集・提供でき
る点である。北海道は札幌市など一部の人口
密集地を除けば，179ある市町村の3分の2以
上は人口１万人以下の自治体であり，それらは
日本の国土の2割もの面積を占める広大な土地
に分散している。多様な地域情報をまんべんな
く収集・提供することが求められるが，マスメ
ディアで流通する情報が人も放送局も集中する
地域に偏ることは避けがたい。その中で，「滞
在記」では2年間で17の自治体の話題を伝え
ており，その半数は人口1万人以下の市町村で
ある。人口が少なく頻繁な取材が困難な地域
に暮らす“ローカルフレンズ ”と関係を構築す
ることで，番組取材以降もさまざまな情報収集
が可能になり，災害などの緊急報道の際にも
役立つことが期待される。

3つ目は“取材者の予断 ”や“既知の情報の
再生産”を回避し，“偶発性”を招き入れる点
である。記者にせよディレクターにせよ，ある
事象を取材する際，その行為自体によって取材
の方向性がある程度絞り込まれてしまい，それ
以外の情報を排除しやすい。特に有名な観光
地などの取材では，すでに知られている情報を
もとにすることも多く，既知の情報をなぞるこ
とに終始しかねない。

それに対し，第三者である“ローカルフレン
ズ”を経由して到達した情報について「＃函館
は秘密基地だった件」（2020年7月11日）の回

を見てみると，瀬田アナウンサーは大学生が運
営するシェアハウスに案内されるのだが，たま
たまそこに遊びに来ていた子どもたちと出会い，
彼らに連れられ茂みを潜り抜け，秘密基地にた
どり着く。

もしディレクターが最初からシェアハウスの取
材だけを目的にした番組であれば，こうした発
見に出会うことはなかったか，あったとしても
本筋に関係ないエピソードとして切り捨てられ
る可能性がある。その意味で取材者の予断や
既知の情報の再生産を回避しつつ，偶発性を
招き入れた好例と言える。

地域の人の主体性の自覚

次に，「企画」「取材」に“ローカルフレンズ”
が関与することによって，彼ら自身に何がもた
らされているかを検討する。

通常，番組で取り上げる話題を決めるのは
ディレクターである。ディレクターはさまざまな
人に取材し，情報の裏づけをとるとともに，そ
の話題にどの程度目新しさがあるかを検討しつ
つ，番組内で何を取り上げるかを判断するが，
取材された人は基本的にその過程に関わるこ
とはできない。

それに対して「滞在記 」などの取り組みで
は，伝えられる情報の生成過程に地域に暮ら
す人が関わり，第三者によって一方的に決めら

「＃函館は秘密基地だった件」（2020年7月11日）



100 JUNE 2023

れるのではないという点が大きく異なる。
その違いを示す例として西

にし

興
おこっ

部
ぺ

村に暮らす
髙橋啓子さんが“ローカルフレンズ ”を務めた
回を取り上げる（2021年9月）。

彼女は自分が地域を案内するのではなく，
従来の番組のようにテレビ局が一方的に取材し
に来ると勘違いして企画に応募してしまい，当
初「村には何もない」と困惑していた。しかし
番組を通じて，廃校をゲストハウスに改築した
人，村で唯一のスーパーマーケットが開店した
ニュースなど，「何もない」と思い込んでいた身
の回りの人や出来事の中に自分なりの価値を見
いだしていく。放送局からすれば西興部村は人
口1,000人の過疎地である。そこで暮らす人に
はそれとは別の見方があるはずだが，そもそも
テレビで伝えられる情報に関与することはでき
ないため，提示される価値観を内面化し，「何
もない」と感じてしまっている可能性がある。

髙橋さんの事例は，伝達される情報の生成
過程に関与することを契機に，他者によってで
はなく，自らが情報の価値を判断する主体で
あることを自覚したことを示している。それは
番組によって，住民の目線が自分の暮らす地
域に“誇り”を見いだすものに変わったというこ
とではないだろうか。

地域と放送局の「水平化」

ここまで「滞在記」が放送局と地域の人にも
たらしたものについて述べた。以上をふまえ，
地域と放送局の関係にどのように変化が起き
ているのかを考察する。　

放送は少数の送り手が不特定多数の受け手
に情報を伝えるという特性上，双方向性に欠
け，両者の関係は非対称である。特にNHK
は全国規模での人事異動があることなどから，
職員が同一地域にとどまることが難しく，民放
に比べると地域への関与という点で傍観者的
になりがちである。

それに対し「滞在記」と地域の関わりはどう
か。「出会い旅 」の立ち上げ時から一貫して番
組に関わる札幌局の松丸慶太プロデューサー
と大隅亮ディレクターに話を聞いた。
「「滞在記」では“取材”からでなく“関係”か

ら地域に入っている。メディアとローカルプレー
ヤーが関係を構築していくことが重要で，そのア
ウトプットとして番組ができればいい」（大隅）
「理念や信念を持って番組を作ってもそれだ

けで現実が変わるわけではない。地域と新し
い回路を作り続けるスキームが必要」（松丸）

これらの指摘から，松丸と大隅は「滞在記」
において放送局の果たす役割が，短期間で効
率的に取材し，一方的に情報を伝える“垂直
型”から，地域の人を相互につなぐハブ役とし
て機能する“水平型”へ変化し，放送番組をそ
の結果の1つとして捉えていることがうかがえ
る。そこに放送やNHKの制度が抱える本質的
な制約を乗り越える可能性を感じる。

その姿勢をさらに推し進めたのが，ディレク
ターが“ローカルフレンズ”の暮らす地域に1か
月間滞在するという制作方針である。このこと
によりディレクターは一時的な訪問者から，そこ

デイリーコーナーを特集番組化した
『北海道推し! ローカルフレンズ滞在記SP

～西興部・十勝・道南環駒～』（2022年5月22日）
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で暮らす“当事者性”を帯びた存在へと変化し
ている。以下の番組画像に写っているのはディ
レクターと“ローカルフレンズ”だが，従来の取
材者と被取材者がカメラを挟んで向き合う関係
だったのに対し，2人は同じようにカメラに向い
ている。このことが「滞在記」における取材者
の立ち位置を端的に示しているように思える。

今後の地域放送のあり方　
取材者が客観的な立ち位置をとるのをやめ，

地域の人と限りなく近い目線に立つことに危う
さを感じる向きもあるかもしれない。しかし，
番組制作上の１回きりの関係だけでなく，放送
局が地域に基盤を置き，地域と向き合い続け
る存在であるなら，その中で何らかの役割を
果たす“当事者”として，自分を“客観的な立
場”に置くことはそもそも可能なのかと問うこと
から始める必要があるのではないか。その意
味で「滞在記」は地域と放送局の関係の見直
しを迫る試みと捉えることができる。

北海道にとどまらず，NHKでは地域で暮ら
す人々に主体的に番組に参加してもらう仕組
みづくりが広がりを見せており，2023年4月か
ら鹿児島局の夕方ニュース番組内でも同様の

「ローカルフレンズ」企画が開始した。また，高
松局や松山局などで行われている地域コミュニ
ティーを通した対話・問題解決型の取り組みと

も情報共有を図っており，東京中心ではない，
地域のネットワークを生かした横のつながりが
生まれつつある 5）。

他方で，「滞在記」の画期性は必ずしもわか
りやすいわけではなく，また数字だけでは捉
えにくい面もある。一時的な，あるいは一部だ
けの取り組みとしてではなく，地域放送全体に
関わる試みとしてそこから学ぶために，その意
味合いをきちんと言語化し，評価し，共有す
る必要があるだろう6）。

コミュニケーションは，相手に一方的に求め，
自分は何も変わらないという片務的な関係では
成り立たないものである。今後，限られたリソー
スでさまざまな地域課題の解決が求められて
いく中で，放送局が地域の人たちに開かれたも
のとなり，彼らとつながる回路を作ることは欠
かせない。そのために放送局が自らを規定す
る固定観念を手放し，自分をどれだけ変えるこ
とができるか，今後も地域放送の動向を通して
見届けたい。　　　　 （たかはし こういちろう）
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「稚内・宗谷地方」編（2021年4月）
（左）越村真至ディレクター，（右）ローカルフレンズ・尾崎篤志さん


